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一

日
野
商
人
・

中
井
源
左
衛
門
光
基
の

旅
日
記
に
つ
い
て

東
北
地
方
で
の
商
業
活
動
と

地
震
の
記
録

3 

前
掲『
近
江
日
野
の
歴
史
』五
頁
。

1 

中
井
源
左
衛
門
家
お
よ
び
同
家
文
書
に

つ
い
て
は
、江
頭
恒
治『
近
江
商
人
中
井
家
の

研
究
』（
雄
山
閣
、一
九
六
五
）、平
成
一
二
年
度
〜

平
成
一
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（
基
盤
研
究（
Ｂ
）（
2
））研
究
成
果
報
告
書

『
近
世
・
近
代
商
家
文
書
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』

（
研
究
代
表
者
・
宇
佐
美
英
機
）、『
近
江
日
野
の

歴
史 

第
七
巻 

日
野
商
人
編
』（
二
〇
一
二
）な
ど
参
照
。

2 

中
井
家
文
書
を
用
い
た
東
北
地
方
の

自
治
体
史
と
し
て
は
、『
仙
台
市
史
』

『
石
巻
の
歴
史
』『
天
童
市
史
』な
ど
が
あ
る
。

青
柳
周
一

Shuichi A
oyagi

滋
賀
大
学 

経
済
学
部 

教
授

論
文I 

は
じ
め
に

　

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
で
収
蔵
し
て
い
る
近
江
国
日

野
（
滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
）の
中
井
源
左
衛
門
家
文
書
は
、近
江

商
人
と
し
て
は
最
大
級
の
経
営
規
模
を
誇
っ
た
商
家
の
史
料
群
と

し
て
、
研
究
史
上
き
わ
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
（
１
）。
ま

た
同
家
は
仙
台
城
下
（
宮
城
県
仙
台
市
）を
中
心
に
石
巻
（
同
県
石

巻
市
）・
中
村
（
福
島
県
相
馬
市
）・
天
童
（
山
形
県
天
童
市
）・
大

田
原
（
栃
木
県
大
田
原
市
）
と
い
っ
た
東
北
・
北
関
東
地
方
の
各
地

や
、名
古
屋
・
京
都
・
大
坂
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
出
店
を
構
え
て
い
た
た

め
、
中
井
家
文
書
中
に
は
そ
れ
ら
地
域
に
関
す
る
史
料
も
豊
富
に
含

ま
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
史
料
は
出
店
が
所
在
し
た
各
地
域
の
歴
史

を
研
究
す
る
上
で
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、現
地
研
究
者
に
よ
っ

て
、
ま
た
各
地
の
自
治
体
史
編
さ
ん
事
業
に
お
い
て
、早
く
か
ら
注
目

さ
れ
て
き
た（
２
）。

　

近
江
商
人
と
は
「
近
江
国
に
本
宅
を
置
い
て
、
他
国
稼
ぎ
を
し
た

商
人
」
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
、
近
江
国
外
の
諸
地
域
へ
進
出
し

て
商
売
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
に
特
質
が
あ
る
（
３
）。
近
世
に
お
い
て
進

出
先
の
各
地
と
中
央
市
場
と
を
結
び
付
け
る
遠
隔
地
間
商
人
と
し

て
活
躍
し
、
地
方
の
特
産
物
流
通
の
重
要
な
担
い
手
と
な
っ
た
近
江

商
人
に
と
っ
て
、
各
地
に
設
置
し
た
出
店
の
維
持
と
管
理
は
重
要
な

課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、常
日
頃
の
出
店
経
営
を
現
地
に
配
属
し

た
奉
公
人
た
ち
に
担
当
さ
せ
る
一
方
で
、
当
主
も
出
店
を
直
接
視
察

し
監
督
す
る
必
要
か
ら
、
自
ら
出
店
を
定
期
的
に
巡
回
し
た
。こ
れ

が
「
店
廻
り
」で
あ
り
、中
井
家
文
書
中
に
は
こ
う
し
た
当
主
に
よ
る

店
廻
り
の
記
録
も
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　

店
廻
り
の
記
録
は
、
近
江
商
人
の
商
業
活
動
の
地
域
的
な
広
が

り
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
像
を
捉
え
よ
う
と
す
る
上
で
価
値
が
あ
る
。

ま
た
店
廻
り
の
途
上
で
、
当
主
た
ち
は
商
売
の
み
な
ら
ず
多
彩
な
文

化
的
・
社
会
的
活
動
を
行
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
近
江
国
と
他
地
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二

4 

拙
稿「
移
動
す
る
商
人
│
南
東
北
地
方
に
お
け
る

日
野
商
人
・
中
井
源
左
衛
門
光
熙
の
店
廻
り
に

つ
い
て
│
」（
入
間
田
宣
夫
監
修
／
安
達
宏
昭
・

河
西
晃
祐
編『
講
座
東
北
の
歴
史 

第
一
巻

 

争
い
と
人
の
移
動
』（
清
文
堂
、二
〇
一
二
）所
収
）。

6 

江
頭
前
掲
書
三
三
八
頁
。

5 

中
井
家
文
書
八
五
八
五
。番
号
は

「
中
井
源
左
衛
門
家
文
書
目
録
」

（
前
掲
研
究
成
果
報
告
書
所
収
）で
の
文
書
番
号
。

以
下
同
じ
。

7 

天
保
六
年「
六
番
諸
事
日
下
恵
」

（
中
井
家
文
書
八
五
八
七
）、

江
頭
前
掲
書
三
三
八
〜
四
二
頁
。

8 

天
保
七
年「
八
番
諸
事
日
下
恵
」

（
中
井
家
文
書
八
五
九
〇
）。

9 

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
准
教
授
・

佐
藤
大
介
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

域
間
に
あ
っ
て
商
人
の
往
来
を
通
じ
た
経
済
・
文
化
・
社
会
的
交
流

が
生
じ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
よ
う
な
近
世
に
お
け
る

遠
隔
地
間
で
の
諸
交
流
関
係
の
生
成
・
展
開
過
程
を
検
討
す
る
上

で
も
、店
廻
り
記
録
は
有
効
な
視
座
を
与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

筆
者
は
す
で
に
中
井
家
三
代
目
当
主
で
あ
る
源
左
衛
門
光
熙
の

店
廻
り
記
録
に
つ
い
て
の
論
稿
を
公
表
し
て
お
り
（
４
）、
本
稿
は
そ
の

続
編
的
な
位
置
づ
け
に
あ
る
。
本
稿
で
は
、
四
代
目
当
主
源
左
衛
門

光
基
（
光
茂・正
治
兵
衛
、石
翁
と
号
す
）が
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）

に
行
な
っ
た
店
廻
り
に
つ
い
て
記
録
し
た
「
四
番
諸
事
日
下
恵
」（
５
）

と
い
う
表
題
の
史
料
を
取
り
上
げ
る
。
光
基
は
三
一
歳
で
家
督
を
相

続
し
た
天
保
五
年
か
ら
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）に
没
す
る
ま
で
日

記
を
書
き
続
け
、現
在
四
九
冊
の
日
記
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
の

一
冊
が
「
四
番
諸
事
日
下
恵
」で
あ
る
。

　

こ
の
年
、
光
基
は
日
野
を
出
発
後
、
中
山
道
か
ら
北
国
街
道
を

経
由
し
て
日
本
海
側
に
出
て
、
越
前
・
加
賀
・
越
中
を
通
過
し
て
越

後
へ
入
り
、
新
潟
（
新
潟
県
新
潟
市
）
か
ら
亀
田
（
同
県
同
市
江
南

区
）
│
保
田
（
同
県
阿
賀
野
市
保
田
）
│
津
川
（
同
県
東
蒲
原
郡

阿
賀
町
津
川
）
│
野
沢
（
福
島
県
西
会
津
町
野
沢
）を
経
て
、
若
松

城
下
（
同
県
会
津
若
松
市
）
に
出
て
い
る
。
と
く
に
保
田
│
津
川
間

で
の
通
行
は
、
か
な
り
困
難
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
若
松
か
ら
は
白

河
（
同
県
白
河
市
）へ
抜
け
、
一
旦
大
田
原
へ
立
ち
寄
っ
て
か
ら
再
度

白
河
へ
戻
り
、
本
宮
（
福
島
県
本
宮
市
）
│
桑
折
（
同
県
伊
達
郡
桑

折
町
）
│
山
形
（
山
形
県
山
形
市
）
と
経
由
し
て
天
童
へ
至
っ
て
い
る
。

光
基
は
天
童
店
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
後
、
山
形
へ
出
て
か
ら
笹
谷

街
道
を
用
い
て
仙
台
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

　

江
頭
恒
治
氏
は
、
三
代
当
主
光
熙
が
仙
台
店
の
得
意
先
商
人
た

ち
へ
の
挨
拶
廻
り
を
行
な
っ
た
際
の
日
記
中
に
各
地
の
物
価
や
産

物
な
ど
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
（
６
）、こ
の

「
四
番
諸
事
日
下
恵
」
に
も
福
井
や
金
沢
・
新
潟
な
ど
で
の
米
相
場

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

光
基
も
天
保
六
年
の
九・一
〇
月
中
に
仙
台
店
の
得
意
先
廻
り

を
行
っ
て
お
り
（
７
）、
翌
年
四
月
四
日
に
仙
台
か
ら
の
帰
路
に
着
い
て
、

五
月
一
八
日
に
日
野
へ
戻
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
８
）、
本
稿
で
は
日
野

か
ら
仙
台
へ
至
る
ま
で
の
往
路
の
行
程
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
な
お
光

基
は
仙
台
店
に
滞
在
中
の
六
月
二
五
日
、
宮
城
県
沖
地
震
に
遭
遇
し

て
お
り
、「
四
番
諸
事
日
下
恵
」
に
自
ら
の
経
験
や
現
地
情
報
を
書

き
留
め
て
い
る
。
東
北
地
方
に
お
け
る
震
災
史
研
究
上
貴
重
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、本
稿
で
は
そ
の
部
分
の
紹
介
も
行
な
う
こ
と
と
す
る
。

中
井
家
文
書
中
の
天
保
六
年
地
震
記
録
は
東
京
大
学
地
震
研
究

所
編
『
新
収
日
本
地
震
史
料
』
や
宇
佐
美
龍
夫
編
『「
日
本
の
歴
史

地
震
資
料
」
拾
遺
』
に
も
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
回
の
紹
介
が
初

出
と
な
る
と
思
わ
れ
る（
９
）。

II 

中
井
光
基
の
旅（
１
）

 
 

│
日
野
か
ら
会
津
若
松
ま
で
│

　

光
基
が
日
野
を
出
発
し
た
の
は
五
月
四
日
で
あ
る
。
こ
の
日
は
御
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三

代
参
街
道
を
経
て
中
山
道
の
高
宮
（
滋
賀
県
彦
根
市
高
宮
町
）
で

一
泊
し
て
い
る
。
翌
五
日
は
北
国
街
道
に
入
っ
て
木
之
本
（
同
県
長

浜
市
木
之
本
町
）
で
一
泊
し
、
あ
わ
せ
て
木
之
本
地
蔵
に
も
参
詣
し

て
い
る
。六
日
に
は
賤
ケ
岳
の
古
戦
場
跡
を
見
物
し
て
、
そ
れ
か
ら
敦

賀
（
福
井
県
敦
賀
市
）ま
で
出
て
い
る
。

　

賤
ケ
岳
で
は
案
内
人
を
頼
み
、賤
ケ
岳
合
戦
で
討
死
し
た
豊
臣
方

の
武
将
で
あ
る
中
川
清
秀
の
墓
に
詣
で
た
が
、
そ
れ
以
外
の
場
所
に

案
内
さ
れ
な
か
っ
た
と
不
満
を
漏
ら
し
て
い
る
（「
志
津
ケ
嶽
へ
参
る
、

案
内
者
相
頼
弐
百
文
遣
す
、
中
川
公
墓
所
計
致
案
内
、
其
余
は
一

切
連
れ
不
参
、甚
不
宜
人
物
に
て
、態
々
参
り
候
所
詮
無
之
事
」
）。

こ
こ
で
光
基
は
中
川
清
秀
の
石
碑
の
碑
文
を
書
き
写
し
て
い
る
が
、

先
代
当
主
で
あ
る
源
左
衛
門
光
熙
も
こ
の
地
を
訪
れ
た
際
に
、
同
様

に
碑
文
を
旅
日
記
中
に
写
し
取
っ
て
い
る（
10
）。

　

五
月
六
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
、
光
基
は
敦
賀
に
滞
在
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
船
遊
び
を
兼
ね
た
常
宮
神
社
（
同
県
敦
賀
市
常
宮
、
敦
賀

半
島
の
東
側
に
鎮
座
）へ
の
参
詣
な
ど
に
つ
い
て
記
し
て
お
り
、
光
基

に
よ
る
旅
先
で
の
遊
興
の
様
子
が
よ
く
窺
わ
れ
る
の
で
、
以
下
に
そ

の
箇
所
を
引
用
す
る
。

（
七
日
）常
宮（
常
宮
神
社
）へ
船
に
て
参
詣
、船
路
但
し
二
里
余
、

尤
酒
肴
持
参
、船
中
に
て
給
、着
岸
之
上
参
詣
、拝
殿
に
て
又
々

酒
取
出
し
、
泉
蔵
坊
へ
参
り
昼
飯
給
、
壱
人
前
百
文
之
割
、
外

に
茶
代
弐
百
文
差
置
、夫
よ
り
引
取
か
け
、一
夜
之
松
原
（
気

比
の
松
原
）
前
に
て
引
網
為
致
、則
三
度
為
引
候
処
、色
々
小

魚
・
か
れ
・
き
す
・
小
鯛
等
有
之
、直
々
料
理
、又
々
酒
相
初
候

事
、網
引
代
五
百
文
、刻
限
七
ツ
半
に
成
る
、夫
よ
り
丸
伝
へ
参

る
、芸
者
お
駒
・
お
柳
・
お
梅
と
三
人
呼
、女
郎
壱
人
三
平
へ
為
買
、

四
ツ
時
分
引
取
候
事
、丸
伝
之
惣
掛
り
弐
両
也
、敦
賀
言
葉
と

ふ
し
て
お
る
、こ
ふ
し
て
お
る
、こ
ふ
致
し
ま
し
て
□
長
し
、尤
狂
言

言
葉
の
こ
と
く
、女
郎
・
芸
者
わ
し
が

く
と
云
こ
と
を
数
多
云

（
助
詞
の
「
ニ
」「
而
」「
与
」
や
「
ゟ
」
な
ど
は
ひ
ら
が
な
に
改
め

た
。
丸
括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。以
下
同
じ
）

　

右
の
引
用
文
中
に
も
見
え
る
通
り
、光
基
は
日
本
海
側
の
各
地
で

宿
泊
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉

を
書
き
留
め
て
い
る
。
五
月
八
日
に
は
気
比
神
宮
に
詣
で
て
か
ら
敦

賀
を
出
立
し
、
今
庄
（
同
県
南
条
郡
南
越
前
町
今
庄
）
に
一
泊
。九

日
に
は
福
井
城
下
（
同
県
福
井
市
）
に
到
達
し
、
城
下
町
見
物
を
し

て
か
ら
一
泊
し
て
い
る
。

（
九
日
）福
井
高
島
屋
へ
七
ツ
時
前
着
泊
、今
日
通
行
之
道
々
府

中
は
福
井
御
家
老
弐
万
五
千
石
之
御
在
所
な
れ
と
家
数
弐

三
千
も
有
之
由
に
て
、
至
極
繁
昌
之
土
地
、
鍛
冶
や
抔
夥
敷
、

女
郎
や
抔
立
派
之
女
郎
や
数
軒
有
之
、
中
々
場
所
柄
也
、
又

福
井
御
城
下
も
中
々
繁
花
之
土
地
に
て
、
家
数
之
弐
万
も
有

之
由
に
て
賑
々
敷
土
地
、
全
体
北
国
今
庄
当
り
よ
り
段
々
此

か
た
普
請
向
か
い
つ
れ
も
誠
に
手
丈
夫
之
建
方
也
、
下
鯖
江
も

随
分
宜
敷
所
柄
也
（
中
略
）扨
福
井
高
島
や
へ
参
着
之
上
、
案

10 

拙
稿「
中
井
源
左
衛
門
光
熙

「
近
江
順
拝
日
簿
」（
一
）」

（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館

『
研
究
紀
要
』四
二
、二
〇
〇
九
）参
照
。
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四

内
者
相
頼
、
先
つ
愛
宕
山
へ
参
り
候
処
、
ど
こ
を
当
て
共
も
無

連
歩
行
候
間
腹
立
候
侭
引
取
、宿
之
亭
主
へ
相
咄
候
に
付
、亭

主
直
々
案
内
同
道
、愛
宕
一
山
所
々
見
物
、数
多
遊
参
人
有
之
、

賑
々
敷
事
、夫
よ
り
誓
願
寺
へ
降
り
、夕
方
宿
へ
引
取
、此
誓
願

寺
と
申
は
役
者
・
芸
者
等
之
住
居
致
居
候
所
也

　

一
〇
日
に
も
案
内
を
雇
っ
て
福
井
城
本
丸
を
拝
見
し
て
、
福
井
藩

家
老
の
本
多
内
蔵
助
屋
敷
や
九
頭
竜
川
の
船
橋
（
船
を
繋
い
で
架

け
た
橋
）
な
ど
を
見
物
し
て
か
ら
、
船
に
乗
っ
て
九
頭
竜
川
を
下
り
、

河
口
の
三
国
（
同
県
坂
井
市
三
国
町
）へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

舟
橋
迄
陸
参
り
舟
橋
一
見
、扨
は
や
見
事
之
橋
に
て
、何
様
北

国
一
番
之
橋
に
も
可
有
之
か
、
川
巾
弐
丁
余
船
四
十
八
艘
つ

な
き
、
其
上
へ
巾
一
間
程
に
板
を
渡
し
候
も
の
也
、
船
は
岸
よ

り
岸
へ
大
丈
夫
之
鉄
之
く
さ
り
（
鎖
）に
て
つ
な
き
有
、
扨
右
橋

渡
り
森
田
に
て
小
船
一
艘
借
切
、
代
七
匁
、
段
々
川
を
乗
下
り

候
処
、川
端
に
て
女
子
供
川
を
穿
ち
木
き
れ
を
拾
ひ
居
、是
全

能
々
薪
木
不
自
由
之
土
地
と
相
見
へ
候
事

　

三
国
に
到
着
す
る
と
、
光
基
は
早
速
東
尋
坊
へ
と
出
向
き
、
そ
の

晩
は
芸
者
・
女
郎
を
大
勢
集
め
て
遊
ん
で
い
る
。

三
国
靍
田
屋
へ
八
ツ
時
着
泊
、
但
し
川
之
里
数
七
り
也
、
直
々

案
内
者
相
頼
、
代
百
匁
也
、
唐
人
坊
（
東
尋
坊
）へ
見
物
に
参

る
、一
里
余
、道
に
て
海
士
三
人
相
頼
、代
三
匁
、唐
人
坊
に
て

魚
類
為
取
候
処
、
あ
わ
ひ
（
鮑
）大
小
五
、
さ
ゝ
い（
サ
ザ
エ
）大

小
九
ツ
、
雲
丹
壱
ツ
、
な
ま
こ
一
ツ
取
参
る
、
是
能
々
楽
也
、
帰

り
か
け
浜
之
塩
湯
に
て
右
為
取
候
あ
わ
ひ
為
料
理
酒
給
、外
に

鯛
七
分
に
て
壱
疋
調
、吸
物
・
塩
焼
・
作
り
身
等
に
為
致
酒
給
、

代
三
匁
、
外
壱
匁
茶
代
、
〆
壱
朱
（
マ
マ
）差

置
（
中
略
）扨
又
夕
方
福

島
屋
へ
案
内
致
置
、
支
度
之
上
一
同
遊
に
参
り
、
芸
者
一
組
女

郎
三
人
買
上
、則
払
〆
高
壱
両
壱
分
弐
朱
也
、靍
田
屋
亭
主
へ

相
渡
す
、
扨
右
夕
方
案
内
致
置
候
処
、
下
女
様
之
者
筥
灯
燈

持
参
迎
に
参
り
、
直
々
参
候
処
、
奥
之
間
は
客
有
之
に
付
、
脇

之
八
畳
に
て
遊
、
女
郎
之
四・五
人
も
借
り
芸
者
壱
組
福
島
や

内
義
等
も
座
敷
へ
出
、三
味
線
な
と
に
て
座
持
、女
郎
い
つ
れ
も

三
味
線
持
、
女
郎
は
打
か
け
に
て
見
へレ
目
致
候
得
共
、
服
至
て

麁
服
、頭
も
鼈
甲
に
は
可
有
之
候
得
共
、如
紙
薄
き
も
の
也

　

一
一
日
は
三
国
か
ら
船
で
吉
崎
（
同
県
あ
わ
ら
市
吉
崎
）へ
向
か
い
、

吉
崎
御
坊
に
詣
で
て
か
ら
大
聖
寺
（
石
川
県
加
賀
市
大
聖
寺
）を
経

て
、
山
代
（
同
県
同
市
山
代
温
泉
）の
「
湯
治
場
」
で
一
泊
し
て
い
る
。

一
二
日
は
金
沢
城
下
（
同
県
金
沢
市
）
の
「
御
手
判
宿
し
ら
山
や
」

で
一
泊
し
、「
金
沢
辺
女
之
風
俗
上
方
に
格
別
替
る
事
無
之
、
城
下

至
て
大
き
な
所
、
諺
に
十
万
軒
も
あ
る
な
と
ゝ
申
居
る
」
な
ど
と
、
街

の
印
象
を
記
し
て
い
る
。
翌
一
三
日
に
は
城
下
町
見
物
を
し
て
い
る

が
、加
賀
藩
領
外
へ
出
る
際
に
必
要
な
「
御
手
判
」の
発
行
が
遅
れ
た

た
め
、さ
ら
に
も
う
一
泊
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
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五

（
一
三
日
）
今
朝
案
内
人
相
頼
、
東
西
本
願
寺
御
坊
、
御
太
身

御
屋
敷
、
宮
々
参
詣
、
八
幡
宮
之
は
た
卯
辰
山
い
そ
や
に
て
支

度
、
夫
よ
り
御
城
内
拝
見
、
扨
至
極
立
派
成
事
、
尤
山
城
也
、

御
菩
提
所
へ
参
詣
、禅
宗
、芝
居
見
物
、八
ツ
時
過
旅
宿
へ
帰
り

出
立
可
致
と
存
候
処
、
御
手
判
未
出
来
不
申
、
是
よ
り
相
願

候
得
は
一
時
計
も
相
掛
り
候
由
、左
す
れ
は
津
は
た（
津
幡
）へ

四
り
余
迚
も
不
被
参
、不
都
合
な
か
ら
金
沢
に
今
一
泊
致
候
事

　

一
四
日
は
石
動
（
富
山
県
小
矢
部
市
石
動
町
）
で
一
泊
し
、
一
五

日
は
高
岡
（
同
県
高
岡
市
）
ま
で
出
た
も
の
の
悪
天
候
で
「
大
門

之
川
」（
庄
川
）が
通
行
で
き
ず
、
や
む
な
く
同
地
で
一
泊
し
て
い
る
。

一
六
日
は
魚
津
（
同
県
魚
津
市
）
に
一
泊
。一
七
日
は
境
村
（
同
県

下
新
川
郡
朝
日
町
）
の
「
御
境
御
番
所
」（
加
賀
藩
の
境
関
所
）
を

金
沢
で
発
給
さ
れ
た
手
判
を
示
し
て
通
過
し
て
い
る
。
そ
の
後
、市
振

（
新
潟
県
糸
魚
川
市
市
振
）
の
「
高
田
公
御
番
所
」（
高
田
藩
の
市

振
関
所
）
に
至
る
が
、こ
こ
は
笠
を
取
る
だ
け
で
通
過
で
き
た
よ
う
で

あ
る
。こ
の
日
は
同
地
で
一
泊
し
て
い
る
。

　

一
八
日
は
北
国
街
道
（
北
陸
街
道
）で
最
大
の
難
所
と
し
て
知
ら

れ
る
親
不
知
子
不
知
の
断
崖
（
同
県
糸
魚
川
市
の
西
端
）
を
通
過

し
て
、
能
生
（
同
県
同
市
能
生
）に
一
泊
。一
九
日
は
今
町
（
直
江
津
、

同
県
上
越
市
）で
一
泊
し
、「
此
辺
之
女
は
か
せ
き
（
稼
ぎ
）
強
き
所

に
て
、
人
足
長
持
な
と
女
也
、
か
ち
（
徒
歩
）荷
持
も
女
也
」
と
記
し

て
い
る
。二
〇
日
は
柏
崎
（
同
県
柏
崎
市
）
に
一
泊
。
柏
崎
へ
の
道
の

り
の
内
、「
柿
崎
よ
り
鯨
波
」
ま
で
が
難
所
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
間
に
は
米
山
山
麓
を
巡
る
通
行
困
難
な
「
米
山
三
里
」（
青
海

川
│
鉢
先
間
）
が
存
在
し
た
。
ま
た
鉢
崎
（
同
県
同
市
米
山
町
）
と

柿
崎
（
同
県
上
越
市
柿
崎
区
）
間
の
道
に
つ
い
て
は
、「
砂
地
海
辺
に

て
砂
深
く
、
諺
に
鉢
崎
砂
山
下
駄
は
い
て
蹴
上
け
ろ
と
云
」
と
、
地

元
の
こ
と
わ
ざ
を
交
え
て
書
き
留
め
て
い
る
。

　

二
一
日
は
雨
天
の
た
め
道
が
悪
く
な
っ
て
お
り
、
長
岡
（
同
県
長
岡

市
）ま
で
し
か
た
ど
り
着
け
な
か
っ
た
。同
地
で
一
泊
し
、二
二
日
は
信

濃
川
を
船
で
下
っ
て
新
潟
へ
到
着
し
て
い
る
。
翌
二
三
日
は
、
新
潟
見

物
と
芸
者
・
女
郎
遊
び
に
一
日
費
や
し
て
い
る
。

　

二
四
日
は
前
の
晩
に
宿
屋
で
予
約
し
て
お
い
た
船
に
乗
っ
て
栗
ノ
木

川
を
遡
上
し
て
亀
田
へ
向
か
い
、
柄
目
木
新
田
（
同
県
新
潟
市
秋
葉

区
）の
「
草
水
油
」（
油
田
）や
、小
島
村
（
同
県
阿
賀
野
市
小
島
）の

梅
護
寺
の
「
八
ツ
房
梅
」
な
ど
を
見
物
し
な
が
ら
、
保
田
ま
で
出
て

一
泊
し
て
い
る
。こ
の
日
は
道
順
が
分
か
り
に
く
く
、
油
田
見
物
に
も

手
間
取
る
な
ど
大
変
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

　

二
五
日
は
保
田
か
ら
阿
賀
野
川
沿
い
の
山
道
を
進
み
、
船
も
使
い

な
が
ら
津
川
へ
向
か
う
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
旅
の
中
で
光
基
は
こ
の

箇
所
を
通
過
す
る
の
に
最
も
苦
労
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
他

国
へ
行
っ
た
際
に
は
不
案
内
な
道
を
使
っ
て
は
な
ら
な
い
と
自
ら
戒
め

る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
少
々
長
文
に
な
る
が
、全
て
引
用
し
よ
う
。

（
二
五
日
）
今
朝
保
田
宿
出
立
之
処
、
一
り
計
参
り
候
得
は
山

へ
掛
り
、
山
之
が
け
小
道
、
殊
に
下
た
は
大
川
、
誠
に
難
渋
致
し
、

人
足
を
取
に
も
植
付
最
中
に
て
一
人
も
無
之
、漸
八
ツ
半
過
彼
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六

是
七
ツ
時
分
矢
沢
と
申
所
へ
参
り
候
処
、空
腹
に
相
成
支
度
致

度
候
得
共
茶
屋
無
之
、段
々
致
吟
味
候
処
、漸
一
軒
有
之
、飯

無
之
哉
尋
候
処
無
之
旨
、見
受
候
処
盲
之
婦
人
一
人
に
て
、外

に
人
手
無
之
、
と
ふ
か
（
米
を
）
た
き
呉
間
敷
歟
頼
候
処
承
引

に
て
、早
速
た
き
呉
三
人
先
ツ
夫
を
給
、七
ツ
過
出
立
、直
に
船

に
乗
十
丁
計
も
乗
候
処
、
少
々
危
事
有
之
、
夫
も
先
つ
無
難
に

着
岸
、外
に
乗
合
も
有
之
、一
同
上
り
壱
丁
余
り
参
候
処
、道

無
之
、川
之
上
之
岩
を
つ
た
い
銘
々
這
ひ
歩
行
候
は
ゝ
ね
は
な
ら

ぬ
様
之
処
に
て
、
中
々
三
平
荷
物
抔
可
被
通
往
来
に
無
之
、
跡

へ
も
先
へ
も
不
被
参
、
如
何
可
致
哉
と
十
方
に
暮
、
三
人
誠
に

当
惑
致
候
得
共
、外
に
手
段
も
無
之
、依
て
弥
兵
衛
を
先
之
村

へ
遣
し
、船
に
て
も
為
雇
可
申
と
遣
候
、扨
跡
に
我
等
三
平
、日

は
追
々
西
山
に
越
、
不
案
内
之
処
故
、
万
一
日
暮
候
て
は
野
宿

よ
り
外
無
之
、
何
分
心
不
定
、
弥
兵
衛
は
中
々
不
帰
、
心
を
落

付
さ
せ
可
申
と
て
、た
ば
こ
給
可
申
と
火
打
入
致
吟
味
候
得
共

無
之
、
挟
筥
へ
入
置
候
間
、
両
掛
致
吟
味
候
得
共
、
心
せ
き
候

ま
ゝ
火
打
入
も
頓
渡
不
知
、
其
内
三
平
工
風
致
し
候
に
は
、
背

負
に
致
し
先
は
そ
ろ
り

く
と
可
参
と
申
候
間
、
左
候
は
ゝ
其

都
合
に
可
致
申
付
候
に
付
、
片
挟
筥
丈
け
背
負
、
三
丁
計
先
へ

歩
み
置
、三
度
目
運
ひ
掛
候
処
へ
、
弥
兵
衛
漸
赤
岩
村
と
申
処

に
て
両
人
背
負
雇
ひ
遣
し
呉
、
大
に
心
丈
夫
に
相
成
、
右
赤
岩

村
へ
暮
前
参
り
、
其
処
に
て
身
支
度
致
し
候
、
尤
其
場
所
よ
り

赤
岩
村
迄
十
丁
余
有
之
、
両
人
雇
ひ
之
者
へ
弐
百
文
酒
手
遣

し
、
茶
代
五
十
文
遣
し
、
夫
よ
り
津
川
へ
廿
五
丁
計
と
申
事
に

て
、
急
き
参
り
候
処
、
途
中
に
て
日
暮
致
難
儀
、
漸
々
津
川
苅

羽
や
へ
六
ツ
半
時
着
泊
、
扨
々
今
日
之
道
々
は
誠
に

く
大
難

儀
、生
涯
に
無
之
を
そ
ろ
敷
（
恐
ろ
し
き
）目
に
出
合
候
、以
来

心
得
事
に
て
、
他
国
へ
参
り
不
案
内
之
道
を
不
可
参
事
、
仮
令

心
易
く
人
々
申
候
共
、
決
て

く
可
参
か
ら
す
、二
日
三
日
之

廻
り
道
に
て
も
急
度
本
道
可
参
、
小
道
之
儀
は
今
度
此
度
懲

り
果
申
候
事
、
其
上
旅
宿
へ
付
候
処
、
遅
く
相
成
候
故
、
宜
敷

間
は
塞
き
門
端
之
間
に
て
、
風
呂
と
申
せ
は
た
ん
ほ
（
田
ん
ぼ
）

の
こ
と
く
に
ご
り
有
之
、
其
不
都
合
さ
は
難
述
言
語
、
疲
候
に

付
何
事
も
文
略
す
、今
日
は
纔
に
七
り
之
道
中
也

　

二
六
日
は
津
川
か
ら
野
沢
へ
向
か
い
、こ
の
間
に
越
後
国
と
陸
奥
国

の
境
を
越
え
て
い
る
。二
七
日
に
は
若
松
城
下
ま
で
到
着
し
て
お
り
、

こ
こ
で
は
「
今
日
弥
兵
衛
よ
り
杢
兵
衛
方
へ
異
見
旁
相
馬
方
へ
廻
り

度
旨
申
出
、
夫
よ
り
色
々
相
咄
候
事
」
と
、
同
行
者
の
弥
兵
衛
が
相

馬
店
の
支
配
人
で
あ
る
杢
兵
衛
へ
の
意
見
の
通
達
を
兼
ね
て
相
馬
に

立
ち
寄
り
た
い
と
申
し
出
て
い
る
。こ
れ
が
、
光
基
が
旅
に
出
て
か
ら

始
め
て
現
れ
る
商
売
に
関
す
る
話
題
で
あ
る
。

III 

中
井
光
基
の
旅（
２
）

 
 

│
会
津
若
松
か
ら
天
童
・
仙
台
ま
で
│

　

光
基
の
旅
は
、
陸
奥
国
に
入
る
と
一
転
し
て
商
用
の
色
合
い
が
強

く
な
る
。二
七
日
に
若
松
を
発
ち
、二
八
日
は
勢
至
堂
（
同
県
須
賀
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川
市
勢
至
堂
）
で
一
泊
し
て
、二
九
日
に
は
白
河
へ
出
て
い
る
が
、こ
こ

で
光
基
は
仙
台
店
へ
い
く
つ
か
の
指
示
を
記
し
た
書
状
を
発
送
し
て
い

る
。「
四
番
諸
事
日
下
恵
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
書
状
の
内
容
は
以
下
の

よ
う
で
あ
っ
た
。

・
仙
台
で
着
る
衣
服
や
身
の
回
り
品
に
つ
い
て
（「
袴 

但
し

麻
入
青
紋
、
龍
門
羽
折
、
木
綿
単
物
ふ
た
ん
着
、
帷
子
上
下

二
ツ 

不
及
紋
付
、
寝
巻
綿
入 

身
た
け
不
都
合
に
て
も
不

苦 

古
物
宜
（
中
略
）
は
こ
べ
塩
、
た
ば
こ
、
た
ば
こ
入 

江
戸

よ
り
参
り
有
之
分
二
ツ
三
ツ
計
」
）

・
藩
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
出
金
の
こ
と
に
つ
い
て
（「
被
仰
付
出

金
一
条
尋
訪
之
事
」
）

・
月
〆
書
と
綿
を
積
ん
だ
銚
子
船
の
運
航
状
況
に
つ
い
て

（「
月
〆
申
越
候
様
、
綿
銚
子
船
へ
百
六
十
五
本
積
立
候
、

無
難
着
岸
か
尋
之
事
」
）

・
古
手
や
綿
に
つ
い
て
困
難
が
な
い
か
ど
う
か
（「
古
手
難
事
、

綿
難
事
無
之
哉
尋
遣
す
」
）

・
藤
兵
衛
ほ
か
奉
公
人
の
下
向
に
つ
い
て
（「
藤
兵
衛
初
外
登

り
之
者
下
向
之
義
」
）

・
相
馬
店
の
枝
店
で
あ
る
近
江
屋
権
兵
衛
が
国
元
へ
上
っ
た
か

ど
う
か（「
相
馬
権
兵
衛
登
り
候
哉
」
）

・
荷
物
を
送
る
こ
と
。
ま
た
、店
に
人
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の

ね
ぎ
ら
い（「
荷
物
遣
候
事
、店
不
人
太
義
之
事
」
）

　

三
〇
日
に
は
光
基
は
弥
兵
衛
を
白
河
に
残
し
て
、
供
の
三
平
だ
け

を
連
れ
て
大
田
原
を
訪
れ
て
い
る
。
大
田
原
店
は
こ
の
年
の
三
月
八

日
に
火
災
に
あ
っ
て
お
り
、
光
基
が
新
潟
か
ら
困
難
な
道
を
辿
っ
て
白

河
へ
出
て
来
た
の
は
、
大
田
原
へ
見
舞
い
に
立
ち
寄
る
た
め
で
も
あ
っ
た

（「
此
度
新
潟
よ
り
難
道
を
不
厭
白
川
へ
出
、
太
田
原
迄
参
り
候
は
、

去
る
三
月
八
日
類
焼
に
付
、右
之
見
舞
に
立
寄
候
事
也
」
）。

　

大
田
原
で
光
基
を
出
迎
え
た
中
井
源
三
郎
は
、「
我
等
も
類
焼
後

必
至
心
痛
致
居
、
極
意
決
着
之
処
、
咄
候
仁
も
な
し
、
又
咄
せ
は
皆

て
き
（
敵
）と
な
り
、貴
公
へ
相
咄
候
迚
致
方
も
無
之
事
に
て
候
得
共
、

責
て
貴
公
へ
成
共
相
咄
、向
付
を
は
ら
し
申
度
、此
段
頼
候
」
と
苦
し

い
胸
中
を
語
っ
て
お
り
、光
基
は
源
三
郎
に
乞
わ
れ
る
ま
ま
大
田
原
で

一
泊
し
て
い
る
。

　

六
月
一
日
に
も
、
源
三
郎
は
光
基
の
宿
所
を
訪
れ
て
色
々
話
を
し

て
い
る
が
、
そ
の
中
で
地
元
商
人
へ
の
貸
金
を
整
理
し
て
大
田
原
店

を
引
き
払
う
考
え
や
、
領
主
（
大
田
原
氏
）と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
の
で
、以
下
に
引
用
す
る
。

今
昼
前
大
玉
子
や
（
光
基
が
逗
留
す
る
旅
籠
屋
）へ
源
三
郎
殿

被
参
色
々
咄
之
上
、弥
此
土
地
に
永
続
所
存
無
之
、右
に
付
従

是
貸
金
之
方
掛
る
仕
合
之
折
柄
故
、
一
先
御
返
金
被
下
度
責

付
取
立
可
申
、
入
組
之
金
子
余
程
有
之
積
、
右
金
子
之
内
一

筥
か
二
筥
と
か
高
を
極
め
置
、百
金
之
高
に
相
成
候
節
御
渡
可

申
間
、
年
六
朱
に
て
預
り
致
世
話
呉
被
頼
候
得
共
、
及
断
候
、

再
三
強
て
頼
ま
れ
候
得
共
、
堅
及
断
（
中
略
）扨
又
同
店
引
払

候
に
も
、中
々
今
年
・
明
年
と
申
様
に
は
不
参
、い
つ
れ
三・四
年

も
掛
り
不
申
て
は
六
ケ
敷
由
、
当
時
店
家
給
は
従
御
上
中
町
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運
上
百
八
両
、
外
に
百
両
つ
ゝ
御
渡
有
之
、
尚
又
先
日
於
江
戸

引
継
飛
脚
到
来
に
付
、
臨
時
難
渋
申
立
、
金
千
両
御
下
ケ
金

相
願
候
処
、
今
以
御
沙
汰
無
之
、
来
月
十
八
日
江
戸
御
出
立

に
て
御
領
主
御
帰
国
、其
上
御
沙
汰
に
可
有
之
、尚
又
御
下
ケ

金
は
多
分
年
に
百
両
つ
ゝ
下
ケ
金
可
致
御
沙
汰
に
可
有
之
申
居

候
事
（
中
略
）
扨
又
同
店
引
払
候
に
は
、
前
々
も
調
置
通
中
々

一
両
年
之
事
に
は
迚
も
不
相
成
、
夫
と
申
も
旧
店
故
、
諸
方

貸
金
夥
敷
、
右
貸
金
一
宇
取
立
候
上
て
な
く
て
は
引
払
候
事

迚
も
不
相
成
、余
程
夥
敷
貸
込
有
之
由
噂
也

　

光
基
は
二
日
に
大
田
原
を
離
れ
、
再
度
白
河
へ
戻
っ
て
い
る
。三
日

に
は
弥
兵
衛
と
共
に
本
宮
へ
向
か
い
一
泊
。四
日
は
桑
折
、五
日
は
湯

野
原
（
宮
城
県
刈
田
郡
七
ヶ
宿
町
湯
原
）
に
泊
ま
り
、
六
日
に
陸
奥

国
と
出
羽
国
の
境
を
越
え
て
、
山
形
へ
至
っ
て
い
る
。
山
形
で
は
西
山

庄
七
と
い
う
商
人
宅
へ
立
ち
寄
っ
て
酒
飯
の
も
て
な
し
を
受
け
、
光

基
も
土
産
を
渡
し
て
い
る
。こ
こ
で
弥
兵
衛
を
天
童
へ
先
発
さ
せ
て
到

着
を
知
ら
せ
て
お
り
、
そ
れ
を
受
け
て
天
童
店
か
ら
太
兵
衛
・
忠
兵

衛
と
下
男
、
さ
ら
に
弥
兵
衛
自
身
が
光
基
を
迎
え
に
出
向
い
て
い
る
。

光
基
が
天
童
店
に
着
い
た
の
は
、こ
の
日
の
六
ツ
半
（
午
後
7
時
頃
）

で
あ
っ
た
。

　

翌
日
の
六
月
七
日
か
ら
、光
基
は
太
兵
衛
ら
と
天
童
店
で
業
務
を

こ
な
し
始
め
る
（
11
）。
そ
う
し
た
記
述
の
中
に
、
天
童
店
が
仙
台
店
へ

送
る
綿
の
山
形
で
の
買
付
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

箇
所
が
あ
る
。

今
日
太
兵
衛
申
出
候
は
、仙
店
持
綿
当
時
皆
〆
に
て
、百
五
十

本
計
、右
は
六・七・八
月
三
ヶ
月
に
売
仕
舞
可
申
、依
て
山
形
に

て
百
駄
調
候
様
申
参
候
、
右
に
付
山
形
に
て
百
駄
も
現
買
致

候
得
は
、
急
度
相
庭
に
抱
可
申
、
左
候
得
は
半
分
現
買
、
半
分

札
買
に
仕
候
方
利
詰
に
可
有
之
、
併
札
買
之
段
は
兼
て
御
法

度
之
趣
被
仰
付
有
之
段
故
、
如
何
可
仕
哉
、
尤
仙
よ
り
は
百

駄
注
文
に
候
得
共
、
五・七
十
駄
に
て
可
宜
申
出
候
、
依
て
申

付
候
は
、
精
々
駄
数
を
減
し
可
成
丈
現
買
致
、
其
上
相
庭
に
も

抱
り
候
事
に
候
は
ゝ
札
買
不
苦
、
其
旨
取
計
候
様
申
付
候
事
、

相
庭
此
頃
に
て
五
両
壱
分
三
朱
位
、揃
も
の
一
両
八
匁
位
也

　

こ
の
日
、
光
基
は
国
元
へ
の
天
童
到
着
を
知
ら
せ
る
書
状
や
、
仙

台
店
へ
の
指
示
を
伝
え
る
書
状
な
ど
を
送
っ
て
い
る
。一
〇
日
に
も
各

方
面
へ
書
状
を
書
い
て
お
り
、こ
ち
ら
に
は
「
京
御
大
人
正
太
郎
殿
」

（
京
都
の
中
井
正
治
右
衛
門
家
の
二
代
当
主
武
和
）
や
、「
松
小
殿
」

（
江
戸
の
松
坂
屋
小
三
郎
）
と
い
っ
た
宛
名
も
見
ら
れ
る
。
六
月
八

日
に
は
弥
兵
衛
に
伝
言
を
授
け
て
仙
台
店
へ
遣
わ
し
た
後
、
持
参
し

た
土
産
物
・
祝
儀
物
の
包
装
に
取
り
掛
か
り
、
翌
九
日
に
ひ
と
ま
ず

家
内
の
分
の
み
配
っ
て
い
る
。

　

一
三
日
に
は
天
童
店
の
帳
簿
を
改
め
た
上
で
、
太
兵
衛
と
忠
兵
衛

へ
今
後
は
天
童
店
の
月
〆
書
に
は
油
の
販
売
・
製
造
状
況
が
わ
か
る

よ
う
に
記
す
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
（「
今
日
帳
面
一
見
い
た
し
居
候

事
、
夕
方
太
兵
衛
忠
兵
衛
呼
、
是
よ
り
月
〆
へ
油
売
立
何
程
に
売
立
、

此
廻
何
割
と
申
所
、并
残
種
平
均
何
程
に
成
る
、尚
又
油
之
垂
何
程
、

11 

天
童
店
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、

江
頭
前
掲
書
六
五
二
頁
以
降
お
よ
び

『
天
童
市
史 

中
巻 

近
世
編
』（
一
九
八
七
）

三
二
六
〜
三
〇
頁
な
ど
参
照
。
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此
垂
之
廻
り
石
に
付
何
程
垂
る
と
申
所
、月
々
月
〆
へ
相
顕
候
様
申

付
置
候
」
）。

　

さ
ら
に
、
今
年
の
天
童
店
に
お
け
る
菜
種
油
の
中
勘
定
の
見
積
も

り
が
示
さ
れ
た
上
で
、今
後
の
油
の
製
造
・
販
売
に
つ
い
て
以
下
の
よ

う
に
述
べ
、「
油
方
店
卸
仕
法
」
を
申
渡
し
て
い
る
。

右
之
振
合
に
候
間
、
荏
胡
麻
等
明
細
致
勘
定
候
は
ゝ
、
弐
百
金

余
之
損
金
と
被
存
候
事
、
残
り
種
油
之
見
詰
様
に
寄
、
如
何

様
に
も
勘
定
出
来
候
得
共
、当
時
之
相
庭
に
見
候
時
は
、是
非

弐
百
金
計
は
不
足
相
立
可
申
候
事
、
此
以
後
は
種
仕
入
六・七

月
に
出
来
候
は
ゝ
、
直
々
中
勘
定
致
、
上
方
へ
罷
登
候
様
申
付
、

則
案
紙
忠
兵
衛
へ
渡
し
置
、右
生
油
見
詰
勘
定
相
立
候
処
、荏

草
之
仕
入
早
き
年
に
九
月
末
、遅
て
十
月
に
相
成
、此
処
中
勘

可
致
様
無
之
、依
て
先
々
等
と
考
置
、追
て
可
申
渡
旨
申
入
置
、

何
分
種
計
之
勘
定
に
て
不
面
白
、
左
れ
は
と
申
て
花
草
之
処
、

未
畑
に
有
之
代
呂
物
を
算
盤
に
可
入
様
無
之
、
相
庭
も
如
何

可
相
運
歟
、旁
是
は
甚
六
ヶ
敷
候
事
、油
方
店
卸
仕
法
左
之
通

申
渡
候
事
（
以
下
、店
卸
の
雛
型
を
記
し
た
箇
所
は
省
略
）

　

一
四
日
・
一
五
日
も
帳
簿
の
監
査
と
油
方
へ
の
指
示
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
一
五
日
に
は
白
〆
油
の
製
法
な
ど
も
詳
細
に
記
し
て
い
る
。

ま
た
こ
の
日
は
山
形
の
松
本
屋
金
助
と
い
う
商
人
か
ら
聞
い
た
綿
相

場
も
記
し
、今
後
の
綿
の
調
達
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　

一
六
日
に
な
っ
て
、「
組
合
・
近
所
・
出
入
・
懇
意
・
得
意
等
」の
者

た
ち
が
見
舞
い
の
品
を
持
っ
て
天
童
店
へ
挨
拶
に
訪
れ
て
お
り
、
光
基

は
夕
方
ま
で
そ
の
対
応
を
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
光
基
は
店
の
奉
公

人
一
同
に
対
し
て
「
掟
目
」
を
読
み
聞
か
せ
、
ま
た
仙
台
店
か
ら
「
山

形
綿
買
方
之
儀
」
の
た
め
に
訪
れ
た
者
た
ち
と
会
う
な
ど
し
た
後
、

夜
中
過
ぎ
に
寝
酒
を
飲
ん
で
休
ん
で
い
る
。

　

一
七
日
に
は
天
童
店
を
発
ち
、仙
台
へ
と
向
っ
て
い
る
。こ
の
日
は
先

に
も
立
ち
寄
っ
た
山
形
の
西
山
庄
七
を
再
訪
し
、
そ
れ
か
ら
笹
谷
街

道
の
川
崎
（
宮
城
県
川
崎
町
）
の
本
陣
で
一
泊
。
翌
一
八
日
に
は
仙

台
城
下
の
入
口
で
あ
る
五
軒
茶
屋
で
「
隠
居
共
・
支
配
人
共
・
懇
志
・

出
入
之
面
々
」
と
い
っ
た
関
係
者
た
ち
に
よ
る
歓
迎
を
受
け
て
か
ら
、

仙
台
店
に
た
ど
り
着
い
て
い
る
。
そ
の
後
も
「
中
安
（
親
類
の
中
井

安
兵
衛
か
）は
は
（
母
）殿
」
や
「
別
家
内
儀
達
・
店
之
手
代
共
・
下

男
・
子
供
」
と
店
員
総
出
で
出
迎
え
ら
れ
、
宴
席
は
夜
四
ツ
時
（
10

時
頃
）ま
で
続
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

四
ツ
時
を
過
ぎ
て
か
ら
相
馬
店
の
杢
兵
衛
に
同
店
の
状
況
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、杢
兵
衛
は
今
年
春
に
質
店
の
店
舗
を
取
り
払
い
、綿
・

古
手
・
木
綿
な
ど
の
商
売
を
停
止
し
た
た
め
、
世
間
で
は
風
評
が
飛

び
交
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
領
主
（
相
馬
藩
）か
ら
問
い
質
さ

れ
た
な
ど
と
述
べ
て
い
る
（「
杢
兵
衛
よ
り
相
馬
店
取
都
方
承
り
候

処
、立
家
質
店
当
春
取
払
、商
道
之
方
綿
・
古
手
・
木
綿
等
相
止
め

候
に
付
、
世
間
に
て
色
々
風
評
有
之
旨
、
御
上
に
て
被
聞
召
、
権
兵

衛
・
杢
兵
衛
御
召
に
て
御
尋
有
之
」
）。

　
こ
の
前
年
、
光
基
が
相
馬
店
の
帳
簿
を
監
査
し
た
と
こ
ろ
貸
金
超

過
に
よ
る
損
失
を
発
見
し
、「
弐
千
四
百
之
貸
捨
に
も
可
相
成
」
と
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十

い
う
状
況
で
あ
っ
た
の
で
、「
来
正
月
中
折
を
見
合
せ
木
綿
・
古
手
・

綿
共
相
止
め
可
申
、質
壱
方
に
致
勤
仕
之
（
中
略
）縮
（
相
馬
縮
か
）

等
之
段
も
、是
よ
り
は
少
々
利
詰
悪
敷
候
共
、仙
店
へ
可
送
」
と
、質

屋
以
外
の
商
売
の
停
止
な
ど
を
命
じ
て
い
る
（
12
）。
杢
兵
衛
が
述
べ

た
相
馬
店
の
経
営
の
縮
小
は
、
こ
う
し
た
光
基
に
よ
る
指
示
に
応
じ

た
措
置
と
思
わ
れ
る
。

　

一
九・二
〇
日
に
は
仙
台
店
の
近
所
の
者
た
ち
が
光
基
を
見
舞
い

に
訪
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
光
基
は
奉
公
人
を
相
馬
店
へ
帳
簿

を
取
り
に
派
遣
し
て
、本
格
的
な
調
査
に
着
手
し
て
い
る
。

　

二
一
日
に
は
石
巻
に
着
い
た
神
明
丸
の
積
荷
の
古
手
に
関
す
る
記

事
が
あ
り
、二
二
日
に
は
相
馬
店
へ
戻
る
杢
兵
衛
に
藩
へ
の
対
応
に
つ
い

て
指
示
を
与
え
て
い
る
。
な
お
、こ
の
年
か
ら
五
年
後
の
天
保
一
一
年
、

相
馬
店
は
光
基
に
よ
っ
て
完
全
に
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（
13
）。

　

二
三
日
に
は
仙
台
の
関
係
者
に
配
る
「
土
産
包
金
」
の
準
備
に
取

り
掛
か
り
、翌
日
も
「
出
入
之
者
へ
之
土
産
物
」の
包
装
に
追
わ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
二
五
日
、光
基
は
大
地
震
に
遭
遇
す
る
の
で
あ
る
。

IV 

む
す
び
に
か
え
て

 
 

│
天
保
六
年
の
地
震
と
光
基
│

　

天
保
六
年
六
月
二
五
日
の
地
震
は
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
〇
程
度

の
規
模
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
14
）。「
四
番
諸
事
日
下
恵
」

に
見
ら
れ
る
こ
の
地
震
の
記
録
は
、以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　

六
月
廿
五
日　

今
朝
五
ツ
時
入
暑　

七
月
十
三
日
土
用
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　

雨
天　

八
ツ
時
後
曇
天

今
八
ツ
時
頃
大
地
震
、
殊
に
長
震
也
、
先
本
店
蔵
々
少
々
宛
壁

い
た
み
、
新
蔵
・
中
蔵
大
輪
少
々
破
損
、
庭
之
蔵
隅
々
い
た
み
、

石
灯
籠
不
残
倒
れ
、
其
余
少
々
宛
之
痛
有
之
共
、
格
別
之
大

痛
な
し
、
質
店
道
具
蔵
、
蔵
之
腰
四
方
へ
如
輪
わ
れ
、
奥
之
蔵

峯
瓦
三
尺
計
落
、
其
余
少
々
之
痛
所
数
ヶ
所
、
借
家
々
々
蔵
々

壁
わ
れ
、
或
は
瓦
落
、
殊
に
山
田
屋
彦
惣
名
請
方
蔵
大
痛
み
、

定
兵
衛
方
は
格
別
之
事
な
し
、中
安
蔵
々
痛
み
、向
ひ
東
喜
表

之
小
前
潰
れ
候
事
、地
震
最
中
家
内
不
残
門
へ
走
り
出
、或
は

裏
へ
出
る
も
あ
り
、誠
に
不
覚
大
震
可
恐
々
々
、併
丁
内
に
は
怪

我
人
な
く
、
木
町
に
犬
小
家
之
下
へ
ひ
か
れ
死
候
由
、
養
賢
堂

火
之
見
番
人
は
し
ご
だ
ん
踏
は
づ
し
落
死
候
由
、
其
余
は
不
承
、

扨
又
初
夜
半
時
分
少
々
震
候
様
相
覚
、
夜
四
ツ
時
過
余
程
震

る
ひ
驚
入
候
事
、
廿
六
日
夜
八
ツ
時
余
程
震
、又
明
前
少
々
震
、

六
ツ
半
時
少
々
震
、
廿
七
日
五
ツ
時
聊
な
か
ら
震
、
七
ツ
半
時

小
地
震
、
七
月
十
二
日
四
ツ
時
中
地
震
、
七
月
十
六
日
七
ツ
過

地
震
、
閏
月
一
日
夜
四
ツ
時
地
震
、
閏
七
月
十
八
日
夜
八
ツ
時

中
地
震
長
し
、
其
後
明
ケ
方
迄
小
地
震
両
度
、
閏
七
月
十
九

日
夜
七
ツ
過
中
地
震
長
し
、
同
廿
四
日
夜
八
ツ
時
地
震
、八
月

五
日
朝
四
ツ
時
中
地
震
、同
六
日
五
ツ
半
小
地
震
、奥
へ
印
す

廿
七
日
夕
、石
之
巻
店
三
郎
兵
衛
態
々
注
進
申
参
候
は
、同
所

廿
五
日
之
地
震
、当
所
よ
り
も
烈
敷
、店
表
之
二
階
窓
之
あ
た

り
損
し
、
戸
立
兼
候
、同
所
年
々
壁
落
候
、
新
八
軒
蔵
北
手
之

12 

天
保
五
年「〔
二
番
諸
事
日
下
恵
等
綴
〕」

（
中
井
家
文
書
八
五
八
二
）。

14 『
仙
台
市
史 

通
史
編
5 

近
世
3
』

（
二
〇
〇
四
）一
三
三
頁
。

13 

江
頭
前
掲
書
九
〇
頁
。
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十
一

鉢
巻
一
円
こ
わ
れ
落
、
内
之
棚
々
不
残
破
損
、
古
八
軒
蔵
二
ヶ

所
共
腰
瓦
こ
わ
れ
落
、
右
八
軒
蔵
後
之
蔵
腰
瓦
落
、
壁
こ
わ
れ

落
、
右
三
ヶ
所
之
蔵
々
掛
樋
一
円
大
破
、
又
表
之
小
屋
屋
ね
一

間
四
方
計
ぬ
け
落
、其
外
少
々
宛
之
破
損
数
多
有
之
由
、依
而

此
直
し
方
入
用
凡
百
両
計
も
相
掛
候
見
詰
之
由
申
越
候
に
付
、

段
々
聞
糺
候
上
、
夫
は
入
過
に
候
、五
十
両
位
に
て
上
り
可
申

被
存
候
間
、
精
々
倹
約
皆
何
事
も
手
入
不
致
て
不
叶
儀
は
格

別
、
其
余
一
体
普
請
相
見
合
候
様
、
尤
雨
漏
・
火
難
之
患
而

已
繕
置
候
様
申
遣
す
、前
文
之
小
屋
家
ね
ぬ
け
之
儀
は
、兼
て

其
覚
悟
罷
有
候
事
に
て
、
此
度
い
つ
れ
に
手
入
不
致
て
は
不
相

成
、又
手
入
致
候
迚
所
詮
無
之
、依
て
坪ヘ

イ

か
け
候
様
申
居
候
間
、

何
程
之
間
数
歟
と
尋
候
処
、
十
四
間
計
之
由
、
左
候
は
ゝ
夫
は

坪ヘ
イ

之
方
行
々
為
方
に
可
宜
、左
様
取
計
候
様
申
遣
す

地
震
掛
之
口

八
月
十
日　

四
ツ
時
小
地
震
両
度
有
、
八
月
十
一
日
初
夜
半

小
地
震
、八
月
十
六
日
夜
八
ツ
時
地
震
両
度
、八
月
廿
三
日
明

方
地
震
、八
月
晦
日
中
地
震
夜
五
ツ
過

　

光
基
は
六
月
一
八
日
か
ら
仙
台
に
滞
在
し
て
い
る
が
、「
四
番
諸
事

日
下
恵
」
中
に
は
二
五
日
ま
で
の
間
に
前
震
が
あ
っ
た
と
の
記
述
は
な

い
。
ま
た
、右
の
文
中
で
は
二
六
日
・
二
七
日
と
、七
月
一
二
日
・
一
六

日
・
閏
七
月
一
日
・
一
八
日
・
一
九
日
・
二
四
日
・
八
月
五
日
・
六
日
・

一
〇
日
・
一
一
日
・
一
六
日
・
二
三
日
・
三
〇
日
に
余
震
が
あ
っ
た
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
四
番
諸
事
日
下
恵
」
に
続
く
六
月
二
六
日
以
降
の
日
記
で
あ
る

「
五
番
諸
事
日
下
恵
」（
15
）
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
日
に
地
震
が
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。

・
七
月
九
日 

「
今
四
ツ
時
地
震
少
々
有
」

・
同
一
二
日 

「
今
四
ツ
時
中
地
震
也
、少
々
長
し
」

・
一
六
日 

「
今
日
七
ツ
時
地
震
」

・
閏
七
月
一
日 
 「
夜
四
ツ
時
地
震
」「
今
夜
中
時
分
地
震
、

長
し
」

・
同
二
日 

「
今
六
ツ
過
小
地
震
」

・
同
一
九
日 

 「
昨
夜
八
ツ
時
中
大
地
震
、
殊
に
長
し
、
其

後
明
方
ま
て
小
地
震
両
度
あ
り
」

・
同
二
〇
日 

 「
昨
晩
七
ツ
時
過
地
震
、
一
昨
晩
同
様
之

地
震
、長
し
」

・
同
二
五
日 

「
昨
夜
八
ツ
時
地
震
」

・
八
月
五
日 

「
今
四
ツ
時
中
地
震
」

・
同
六
日 

「
今
日
五
ツ
時
過
小
地
震
」

・
同
一
一
日 

「
初
夜
半
小
地
震
」

・
同
一
六
日 

「
今
夜
八
ツ
時
前
後
両
三
度
地
震
有
之
」

・
同
二
三
日 

 「
今
暁
前
地
震
、
昨
夜
中
時
分
に
も
小
地

震
」

・
同
三
〇
日 
「
今
夜
初
夜
過
地
震
」

　

   （
※
こ
れ
ら
を
「
四
番
諸
事
日
下
恵
」
の
記
事
と
比
較
す
る

と
、「
四
番
諸
事
日
下
恵
」で
は
閏
七
月
一
八
日
に
「
夜
八
ツ

時
中
地
震
長
し
、其
後
明
ケ
方
迄
小
地
震
両
度
」
と
あ
る
が
、

15 

中
井
家
文
書
八
五
八
六
。
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十
二

「
五
番
諸
事
日
下
恵
」
に
は
一
九
日
に
「
昨
夜
八
ツ
時
中
大

地
震
、殊
に
長
し
、其
後
明
方
ま
て
小
地
震
両
度
あ
り
」
と
、

明
ら
か
に
同
じ
地
震
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

両
者
に
は
若
干
の
日
付
の
異
同
が
あ
る
）

　

光
基
は
九
月
一
五
日
よ
り
仙
台
を
離
れ
て
得
意
先
回
り
に
出

発
し
て
お
り
、
一
八
日
に
は
岩
ヶ
崎
（
同
県
栗
原
市
栗
駒
岩
ヶ
崎
）
で

「
今
早
朝
地
震
中
位
」、二
五
日
に
も
水
沢
（
岩
手
県
奥
州
市
水
沢

区
）で
「
今
暁
少
々
地
震
」
と
、
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

仙
台
に
帰
着
後
の
一
〇
月
五
日
に
も
「
今
夕
六
ツ
過
地
震
長
し
」
と

あ
る
。一
〇
日
に
は
再
び
得
意
先
回
り
に
出
て
お
り
、
気
仙
沼
（
宮

城
県
気
仙
沼
市
）
に
滞
在
中
の
一
五
日
に
「
夜
四
ツ
半
時
中
長
地

震
」、
一
六
日
に
も
「
初
夜
時
分
小
地
震
」
と
あ
る
。
そ
の
後
の
余
震

記
事
は
、以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
一
〇
月
一
七
日 

「
夜
八
ツ
半
過
中
地
震
」（
摺
沢
）

・
一
一
月
四
日 

「
初
夜
時
分
小
地
震
」（
石
巻
）

・
同
一
〇
日 

「
初
夜
時
小
地
震
」（
仙
台
、以
下
同
じ
）

・
同
一
九
日 

「
今
夕
八
ツ
時
分
中
地
震
」

・
同
二
〇
日 

「
今
夕
初
夜
時
分
地
震
」

・
同
二
一
日 

「
今
四
ツ
時
地
震
、昼
時
地
震
」

   （
以
上
、「
六
番
諸
事
日
下
恵
」
よ
り
）

・
一
二
月
四
日 

「
九
ツ
時
地
震
」

・
同
二
二
日 

「
今
夕
六
ツ
過
地
震
長
し
」

・
翌
一
月
一
六
日 

「
昨
明
方
地
震
」

・
三
月
一
日 

 「
今
朝
五
ツ
半
時
小
地
震
、又
夜
四
ツ
時

地
震
也
」

・
同
五
日 

 「
昨
晩
夜
中
前
大
橋
際
石
垣
崩
、
同
夜

中
時
分
地
震
」

・
同
二
八
日 

「
今
七
ツ
時
頃
地
震
、中
之
大
」

　
（
以
上
、「
七
番
諸
事
日
下
恵
」（
16
）
よ
り
）

　

光
基
は
四
月
四
日
に
仙
台
店
で
の
滞
在
を
切
り
上
げ
て
日
野
へ

帰
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
降
の
地
震
の
記
録
は
「
諸
事
日
下
恵
」
の

中
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　

な
お
、
仙
台
滞
在
中
の
天
保
七
年
三
月
一
二
日
、
光
基
は
「
今
日

松
三
殿
吹
挙
を
以
、
高
野
治
部
と
申
御
方
御
殿
御
留
主
居
に
付
相

願
、
御
か
け
作
り
御
殿
を
初
め
一
宇
拝
見
之
処
、
至
極
結
構
之
御

建
前
、先
つ
大
坂
御
城
御
殿
と
粗
同
様
之
趣
向
に
候
得
共
、貞
山
公

以
来
御
空
殿
に
付
破
損
、
其
上
昨
六
月
之
大
地
震
に
付
尚
々
大
破

に
相
成
有
之
」
と
記
し
て
い
る
（
17
）。
す
な
わ
ち
、こ
の
日
光
基
が
拝

見
し
た
仙
台
城
本
丸
御
殿
の
「
か
け
作
り
」（
懸
造
）な
ど
の
建
物
は
、

六
月
の
大
地
震
で
大
破
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

地
震
の
ほ
か
に
も
「
五
番
諸
事
日
下
恵
」
に
は
、
天
保
六
年
閏
七

月
七
日
に
仙
台
城
下
で
発
生
し
た
大
水
害
（
18
）の
記
録
も
見
ら
れ
る
。

閏
七
月
七
日　

八
ツ
半
時
迄
大
風
雨
、大
洪
水

一
過
る
三
日
残
暑
に
有
之
、
夜
に
入
四
ツ
時
よ
り
雨
降
、
翌
四

日
終
日
曇
天
折
々
小
雨
、
五
日
同
断
、
同
日
夕
方
よ
り
地
雨
、

六
日
終
日
同
断
、
無
絶
間
降
、
八
ツ
後
よ
り
風
添
、
夜
に
入
四

16 

中
井
家
文
書
八
五
八
九
。

18 

こ
の
水
害
に
つ
い
て
は
前
掲

『
仙
台
市
史
』一
三
六
頁
参
照
。

17 

前
掲『
七
番
諸
事
日
下
恵
』よ
り
。
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十
三

ツ
過
よ
り
余
程
烈
風
、翌
七
日
に
相
成
候
処
、不
相
変
益
々
風

雨
烈
敷
、大
橋
川
も
追
々
出
水
、朝
五
ツ
過
評
定
橋
流
失
之
噂

有
之
、無
間
倹
断
よ
り
大
橋
へ
土
俵
差
出
候
様
申
参
、早
速
為

持
運
候
処
、
水
倍
々
相
増
、
終
に
大
橋
も
流
失
、
但
し
橋
中
聊

残
る
、
尤
中
ノ
瀬
・
澱
ノ
橋
等
は
夫
迄
に
流
失
、
水
破
損
数
ヶ

所
不
数
知
、
扨
追
々
所
々
之
家
流
れ
、
或
は
流
木
・
流
家
抔
之

峯
に
人
乍
乗
川
中
を
流
れ
候
も
の
も
数
多
、
又
は
逃
後
れ
居

候
内
川
き
れ
込
、
四
方
川
と
成
り
、
無
拠
立
木
抔
へ
し
か
み
付

居
候
も
の
も
有
、
其
内
立
木
根
顛
り
、
立
木
諸
と
も
流
れ
候

も
の
も
有
、
誠
に
あ
わ
れ
不
便
無
限
、
其
外
数
ヶ
所
之
破
損
不

知
数
、先
つ
流
失
家
凡
五
百
軒
、水
所
数
百
軒
、溺
死
廿
六
人
、

怪
我
人
数
不
知
有
之
、末
代
末
聞
可
恐
々
々

　
　
　

但
し
定
水
よ
り
水
之
高
さ
弐
丈
余

浅
賀
御
酒
屋
之
腰
板
三
尺
計
水
付
に
成
る
、
文
政
九

申
の
七
月
洪
水
よ
り
五
尺
計
高
し

昼
前
倹
断
よ
り
石
母
田
様
へ
向
け
弐
百
人
前
た
き
出
し
被

申
付
、早
速
出
候
事

　
　
　

御
霊
下
御
小
人
町
過
半
流
れ
川
と
成
る

　
　
　

中
ノ
瀬
町
半
分
計
流
失

　
　
　

染
師
町
弐
軒
流
失

　
　
　

川
原
町
ワ
コ
ウ
流
れ

　
　
　

五
軒
茶
屋
十
四・五
軒
計
流
失

　
　
　

長
町
余
程
流
失

　
　
　

堂
場
不
残
流
失

　
　
　

追
廻
し
半
分
計
流
失

　

以
上
、
本
稿
で
紹
介
し
た
中
井
光
基
の
店
廻
り
記
録
の
よ
う
に
、

中
井
源
左
衛
門
家
文
書
に
は
近
江
商
人
研
究
や
近
江
地
域
史
研
究

に
と
ど
ま
ら
ず
、
奥
羽
地
域
史
研
究
に
と
っ
て
も
有
用
な
史
料
が
含

ま
れ
て
い
る
。
今
後
は
こ
う
し
た
史
料
に
つ
い
て
、
近
江
側
と
奥
羽
側

の
双
方
か
ら
活
用
を
進
め
つ
つ
、
互
い
の
研
究
を
有
機
的
に
結
び
つ
け

な
が
ら
展
開
を
図
り
、
か
つ
て
遠
隔
地
間
に
存
在
し
た
交
流
関
係
に

つ
い
て
解
明
す
る
方
法
を
探
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
付
記
】

　

本
稿
は
、
平
成
二
四
年
度
滋
賀
大
学
経
済
学
部
学
術
後
援
基
金

（
Ａ
の
事
業
）「
東
北
地
方
の
歴
史
文
化
財
の
被
災
状
況
と
修
復
・

保
全
事
業
に
関
す
る
現
地
調
査
」に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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Travel Journal by a Hino Merchant,
Mitsumoto Genzaemon Nakai
Records of Commercial Activities

and an Earthquake in the Tohoku Region

Shuichi Aoyagi

The Faculty of Economics Archival Museum 
at Shiga University houses historical docu-
ments on the Genzaemon Nakai family in 
Hino Town, Omi Province (present-day Hino-
cho, Gamo County, Shiga Prefecture). Among 
those archives, this paper will take a close look 
at a travel journal by the head of the Nakai 
family, Mitsumoto Genzaemon, who went on 
a trip to the Ou, or Tohoku, region in 1835. The 
route that Omi merchants took to the region 
and their activities will be examined. Mitsu-
moto’s  re cord of  the  June 1835  Miya g i 
Earthquake will also be introduced.

十
四


